
  
 

保護者と学校のよりよい関係を考える （2 年次） 

～保護者との関係づくりに生かす校内研修パッケージの提案～ 

 

島根県教育センター教育相談スタッフ 

相談セクション共同研究 

 

【  要 旨  】 

 

 本研究は、保護者と学校とのよりよい関係づくりをテーマとした校内研修を開発し、研修パッ

ケージとして提供することにより、学校のＯＪＴを支援することを目的としている。まず、保護

者と学校の関係性の現状と課題を探り、研修内容を検討して試作版を作成する。試作版は、指導

主事による出前講座等での実施、各学校の担当者による校内研修での実施をもとに検証・改良を

重ね、校内研修パッケージを完成させる。 

 

【キーワード：保護者との関係づくり 校内研修 ＯＪＴ支援】 

  

１ 研究の背景 

 子どもたちの成長を見守り、支える存在とし

て、保護者の役割が重要であることは言うまで

もない。保護者は、学齢期を終えるまで我が子

にかかわり続け、我が子とともに喜び、悩みな

がら子どもの成長を支える唯一の存在である。 

 文部科学省は平成 21 年度に、学校運営改善

に関する取組についての調査研究事業の一つ

として｢保護者等への対応｣を掲げて全国９つ

の自治体による研究実践を行い、それぞれの自

治体の取組及び成果と課題について紹介して

いる。いずれの実践においても、課題として、

多様化する保護者からの要望への適切な対応

や、保護者と学校とのそれぞれの思いを相互理

解することの難しさを挙げている。また、それ

を認識した上で学校と家庭が今後さらに緊密

に連携して子どもの成長を支えることの重要

性について示している。 

 これらの調査がなされてから 10 年以上の年

月が経過した現在、改めて保護者と学校との関

係に注目してみると、保護者との関係づくりが

うまくいかず、思いの行き違いや、コミュニケ

ーション不足等からトラブルに発展するケー

スは、過去と比べて決して少なくなってはいな

い。保護者の価値観は以前よりも多様化し、対

応の難しさが増している。また、教職員の年齢

構成の様相がこれまでとは大きく変わってき

ている近年、保護者と良好な関係性の中で連携

できている者ばかりではなく、その関係の構築

に苦慮し悩みを抱えている教職員も少なくな

い。学校現場においては、保護者とよりよい関

係を構築し連携していくための基本姿勢を身

につけることが、これまで以上に求められてい

る。 

また、様々な教育課題に対し、校内研修を通

して共通理解を図り、スキルアップに取り組む

ＯＪＴの推進が求められて久しい。保護者との

関係に様々な課題を抱える学校において、この

課題解決に向けた研修機会の必要性は多くの

教職員が感じている。しかしながら、多忙な学

校現場においては、適切な教材や研修推進者の

選定が難しく、十分な時間の確保も困難なこと

から、保護者との関係づくりに関する校内研修

はあまり取り組まれてこなかった現状がある

のではないか。 

 島根県教育センター教育相談スタッフでは、
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これまで県内の教職員に対して実施してきた

生徒指導・教育相談の内容に係る能力開発研修

や、教職経験年数に応じた集合研修の中で、家

庭と学校との相互理解及び連携の大切さにつ

いて伝えてはきたものの、この視点から学校全

体を支援する機会は十分に提供できていなか

った。 

 そこで本研究の取組により、これまで進みに

くい状況があった保護者との関係づくりに関

する校内研修の機会を学校現場に提供したい

と考えた。保護者とのよりよい関係づくりにつ

いて、教職員が効果的に学び、力をつけていく

ことを目的としたＯＪＴプログラムを開発し、

研修に必要な資料等を研修パッケージとして

まとめ、発信することを目指したい。 

 

２ 研究の目的 

 保護者と学校とのよりよい関係づくりをテ

ーマとした校内研修プログラムを開発し、研修

パッケージとして提供することにより、学校の

ＯＪＴ支援を行う。 

 

３ 研究の方法 

 

１年次（昨年度） 

○研究の目的・取組の方向性を確認 

○県内教職員への抽出調査の実施、分析 

○先行研究機関から取組の聞き取り 

○研究者からの聞き取り、意見交換 

○研修プログラム案の内容構成検討 

 

２年次（今年度） 

○研究の目的・取組の方向性の修正 

○研修プログラム案の試作 

○出前講座・要請訪問等での実践及び検証 

○研修プログラム案の修正・改良 

○研修案について、研究者と意見交換 

 

３年次（来年度） 

○研修プログラム案の修正・改良 

○協力校での校内研修の実施及び検証 

○校内研修パッケージの完成 

○学校及び関係機関への提供 

 

４ 研究の内容 

（１）校内研修パッケージ作成の経緯 

①保護者と学校の現状 

１年次は、県内教職員への調査や先行研 

究機関への聞き取り等からこの課題の現

状や、取り組むべき視点について考察し

た。島根県教育センターの能力開発研修受

講者を対象にアンケート調査を行った。そ

の結果、９割以上の受講者が保護者との

関係づくりに関する研修の機会が必要だ

と考えていることがわかった。また、研修

として取り組んでみたい内容としてさま

ざまな視点が挙げられた。 

多くの教職員から複数の回答があった 

ものは下記の項目である。 

   ○信頼関係づくりの基本姿勢 

   ○具体的な実践場面を想定して 

   ○事例から学ぶ 

   ○様々な教育課題（いじめ・不登校等）

に関わる保護者対応 

   ○関係づくりが難しい保護者への対応 

   これらの視点は、実際に学校現場で保護 

者とかかわる中で多くの教職員が重要で 

あると考え、また日頃から課題に感じてい 

ることと言ってよいだろう。これらの中で 

最も回答数が多かった項目は、関係づくり 

が難しい保護者への対応についてであっ 

た。これは多くの教職員が対応に苦慮する 

事例を過去に経験したことがある、または 

現在進行形で取組んでいる最中であると 

いうことを端的に表していると言えるの 

ではないか。トラブルや困難な事例への対 

応の仕方を具体的に学びたいという教職 

員の意識がうかがえた。 
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   また本研究を進めるにあたり、参考とな

る先行研究を調査し、千葉県子どもと親の

サポートセンターが、平成 27・28 年度に

取り組んだ指導主事共同研究「カウンセリ

ングの考え方を活かして築く保護者との

信頼関係～事例から考える具体的なアプ

ローチ～」に注目した。 

   千葉県の研究では教職経験１～８年目

の若手教職員を対象とした意識調査を行

っている。この調査によると、若手教職員

の 75％が保護者からの要望を受けたこと

があると回答している。そして、どの校種

においても、自分の「経験・知識不足」「指

導力不足」等、自分自身にその要因がある

と捉えている者が多いということも明ら

かにされている。これは、保護者対応に対

する若手教職員の「自信のなさ」の表れで

はないかと我々は捉えた。 

さらに千葉県の研究では電話相談や来

所相談の内容の分析調査が行われ、学校や

教職員に対する保護者の要望や不満とい

った、いわば“保護者の生の声”を反映し

た貴重な資料が示されていた。 

学校に対する保護者の不満や要望につ

ながる要因を、千葉県の研究では以下のよ

うに整理している。 

・保護者の多くは学校や教員に「わかって

ほしい」という願いをもっている。 

・「わかってほしい」内容として、保護者

の心配や子どもたちの不安、また何が

あったのか事実や実態をきちんと把握

してほしい等の気持ちを訴え、そのう

えで困った状況を「何とかしてほしい」

と願っている。 

・話を聞いてもらえない、疑われた、一方

的な叱責を受けた、否定された等と感

じている保護者がおり、信頼関係を築

くことができていない。 

・保護者は解決だけでなく、一緒に考える

という教員のかかわりを望んでいる。 

・初期対応に課題あり。保護者や子どもが

不安を感じた初期の段階で、教員がそ

れをきちんと受け止めないことが、不

安を増大させたり、事態を悪化させた

りしてはいないか。 

保護者の「わかってほしい」「かかわっ

てほしい」という気持ちの理解、意識差を

生まないような初期対応をはじめその後

のかかわりの在り方が重要であると、千葉

県の研究は示している。我々が本研究にお

いて研修プログラムの内容を検討してい

く上でこれらの資料は大いに参考となっ

た。 

 

②校内研修パッケージの概要 

   我々が作成する校内研修パッケージ 

を、多忙な学校現場において活用して 

もらえるものとしていくために必要な 

要件について、以下のように整理をし 

た。 

・研修主催者が研修内容に精通してい

なくても実施できるものであること 

・多忙な学校現場でも負担感なく実施

可能な分量であること 

・教職員が日頃課題意識を持っている

こととつながる内容であること 

・関係づくりへの示唆を含むものであ 

り、かつ内容がわかりやすいもので

あること 

・初任者研修の校内における一般研修

としても活用できるものであること

が望ましい 

これらの要件を満たすことを念頭に

置いた上で、その内容については１年

次から検討を重ね、２年次に試作版を

作成した。 

１年次に構成を考え作成した研修プ

ログラム（試作版１）は初期段階では

－ 3－



  
 

以下のような構成とした。 

（試作版 1 の詳細は、次頁参照） 

 

・第Ⅰ部  

信頼関係づくりの基本姿勢「聴く」 

・第Ⅱ部  

信頼関係づくりの基本姿勢「伝え

る」 

  ・第Ⅲ部 

   トラブルが予想されるケースの対応 

 

２年次となる今年度は、島根県教育

センターが実施する出前講座や要請訪

問として指導主事が学校等に出向き、

上記の内容を含む研修プログラムの試

作版を実施した。試作版を用いての研

修は、実施後その成果と課題を明らかに

し、それを元に内容や構成について改良

や修正を重ねた。また、第Ⅲ部の研修内

容については、法令等に関する専門的な

知見を得るため、プログラムの原案や基

本的な考え方について、研究者の助言を

得る機会を設けた。 
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試作版 1 
動画視聴 グループ協議 動画視聴 

演習スタイル 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第Ⅰ部 信頼関係づくりの基本姿勢・「聴く」･･･(６０分) 

 

 １ ノンバーバルコミュニケーションの重要性 

  〈１〉動画１「来校した保護者への対応」を視聴し、対応の課題を考える。 

  〈２〉動画をもとに「ノンバーバルコミュニケーションの重要性」を確認する。 

  〈３〉非言語コミュニケーションを意識した対応の一例として、動画２を視聴する。 

 

 ２ 「聴く」姿勢 

  〈１〉「人とかかわるときの心構え」について確認する。 

   ○相手を人として大切にする姿勢 

   ○相手の身になった話の聴き方 

 

 ３ 「聴く」ポイント  

  〈１〉動画３「母親と担任の面談」を視聴し、担任の対応についてペアで話し合う。 

  〈２〉動画をもとに、「聴く」ポイントを確認する。 

  ○ノンバーバルコミュニケーション 

  ○事柄ではなく思いや感情への反応 

  ○目の前の人の『今』の思いへの反応 

  〈３〉「聴く」ポイントを意識した対応の一例として、動画４を視聴する。 

 

 ４ ワークシート演習「聴く～相手の思いを感じ取ろう」 

  

 ワーク１「学校図書の貸し出しについての相談」 

 ワーク２「宿題についての相談」 

 ワーク３「SNS についての相談」 

 

  〈１〉保護者の思いを受けとめ､どのようなコメントを返すか個々で考える。 

  〈２〉どんな対応が「分かってもらえた」と感じるかグループで協議する。 

  〈３〉各ワークにおける、ポイントの解説と対応の一例を紹介する。 

  ○「事柄」ではなく「思い」への反応 

   ○「昨日」ではなく「今」の思いへの反応 

  ○「子ども」ではなく目の前の「保護者」の思いへの反応 
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 第Ⅱ部 信頼関係づくりの基本姿勢・「伝える」･･･(６０分) 

 

  １ Ｉ（アイ）メッセージ 

   〈１〉「私＝I」を主語にした、相手の心にひびく伝え方を紹介する。 

 

  ２ 「伝える」姿勢 

   〈１〉「人とかかわる心構え」について確認する。 

   ○相手を人として大切にする姿勢 

   ○相手の身になった話の聴き方 

   ○相手の主体性を信頼したかかわり方 －指図ではなくお願いする形で－ 

 

  ３ 演習「伝え方」のポイント 

   〈１〉動画５「学校の口座引き落としに不服がある父親への対応」を視聴し、 

      父親にどのように対応をするか、個々で考える。 

   〈２〉｢伝え方｣で配慮すべきことをグループで協議する。 

   〈３〉「伝え方」のポイントを確認する。 

   ○目の前の人の今の気持ちを受けとめる 

   ○Ｉ（アイ）メッセージで伝える 

   ○伝えるべきことは伝える 

〈４〉「伝え方」のポイントを意識した対応の一例として動画６を視聴する。 

 

  ４ 「伝え方」の方法や事例の紹介 
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５ 結果と考察 

（１）試作版１の結果   

【事後のアンケート結果】       

Ａ 演習を取り入れたプログラムの内容 

  は、わかりやすかったか？ 

 １:わかりにくい ２:すこしわかりにくい  

 ３:わかりやすい  ４:とてもわかりやすい  

 

第Ⅰ部                     

１ ノンバーバルコミュニケーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「聴く」ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ワークシート演習「聴く」 

 

 

 

 

 

 

 

  

第Ⅱ部 

３ 伝え方のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ もっと学んでみたいと感じた内容 

（上位 3 つ） 

 

 

 

 

 

Ｃ 研修プログラムの活用について 

（ａ）研修プログラムを在籍学校の職員 

研修で活用したいか。 

１:活用したくない ２:あまり活用したくない  

３:活用したい   ４:とても活用したい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｂ）「４:とても活用したい」「３:活用 

したい」と答えた理由 

・対応の基本がおさえてあり、分か 

 りやすい。 

・進行の台詞もあり、いつでもどこ 

でも取り組める。 

・I（アイ）メッセージで「伝える」 

・「今」の思いを受けとめる 

・関わるときの心構え 
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  ・保護者対応は組織で共通理解を図 

りスキルアップを図る必要があ 

る。 

・保護者対応で失敗や苦慮している 

教員が多い。 

・若い教員の増加のため。基本的な 

保護者対応の研修が必要。 

・自分の対応をふりかえるのに役立

つ。             等 

 

Ｄ 研修パッケージの３部構成について 

 ○よい 

 ・テーマ別で分かりやすく学べる。 

 ・内容がコンパクトで情報が入りや 

すい。            等 

  

Ｅ 「聴く」「伝える」というプログラム  

  の視点について 

   ○よい 

  ・身近で、基本的な視点でよい。 

  ・実践につなげやすい視点でよい。 

 ・どちらも大切で関連がある。 等 

 

Ｆ プログラムの分量について 

 （６０分程度で実施できる量） 

   〇よい 

 ・短時間で出来ることは魅力的。 

   △長い 

・全て実施した場合、半日の校内研 

  修で受けられる分量だと良い。等 

  

 Ｇ 研修プログラムの教材に「動画」を 

 取り入れていることについて 

   ◯よい 

   ・研修に対する意欲が持続できる。 

    ・ノンバーバルコミュニケーション 

     の重要性に気づかされる。 

    ・表情や口調で、思いや対応がより 

伝わる。           等 

   ・実際の場面をイメージしやすく、 

     演習や協議に取り組みやすい。 

   ・実践化しやすい。 

   ・場面や、対応のポイントが理解し 

    やすい。 

   ・学校全体で共通理解がしやすい。 

   △要望や改善案 

   ・ノイズが大きいと言葉が聞き取り 

     づらい。          等 

 

Ｈ  研修プログラムに「グループ協議」 

    を取り入れていることについて 

 ○よい 

 ・意見交流から多くの気づきや多様

な対応を見いだせる。 

 ・思いや悩みを共有でき、不安が和 

  らいだり勇気づけられたりする。 

・ベテランと若手教員がグループ協 

議をすることでＯＪＴの活性につ 

ながる。          等 

  △要望や改善案 

  ・他のグループの意見を聞く時間が   

   あるとさらに視野が広がる。  

 

 

Ｉ プログラムを体験して感じたこと 

 ・自分自身の保護者対応について、 

  ふりかえることができる。 

 ・保護者とのかかわりの中で大切に 

  することを見つけられる。 

 ・明日からの実践に生かせる。 等 

  

Ｊ 盛りこんでほしい内容や要望 

 ・保護者の立場を体験する演習 

 ・第Ⅲ部｢課題が生じたときの対応｣ 

のプログラムをぜひ体験したい。 

・クレーム対応やトラブルになりそ 

  うな対応について。     等 
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（２）試作版１の考察         

Ａの「演習を取り入れたプログラムの

内容は、わかりやすかったか？」という

アンケートについては、試作版１の中で

も第Ⅱ部３〈１〉のプログラムが肯定的

評価の割合から見ても自由記述から見

ても評価が高かった。内容は「学校集金

の口座引き落としについて不服のある

保護者の方の主張」に対し、どう対応す

るかを考える演習である。これは、この

ような設定の状況が学校ではよく見ら

れる光景であり、困った経験のある教職

員も多い内容であったためだと思われ

る。つまり、教職員にとって課題意識の

高い内容であったことに起因すると考

えられる。おのずと受講者の当事者意識

が高まり、研修意欲の向上につながった

と思われる。同様のことは、ＩやＪの記

述式の評価の中にも多数見られた。この

ことは逆に捉えると、保護者との関わり

において日頃から課題意識を持ってい

る状況について取り上げることで、受講

者の当事者意識が高まり、深い研修につ

ながると考えられる。これは、校内研修

パッケージに求められる要件の１つで

ある「教職員が日頃課題意識を持ってい

ることとつながる内容であること」とも

合致することである。すなわち、関係づ

くりの基本的な姿勢を大切にしつつも、

教職員なら誰しも対応に困った経験が

あるような課題意識も持ちやすい場面

を取り入れることで研修効果が高まる

ものと考える。 

職員研修での活用については、Ｃより

すべての受講者が活用したいと回答し

ていた。その理由からも、本プログラム

は、学校現場のニーズに応えるものであ

り、研修内容も概ね期待に応えるものに

なっていると考えられる。また、その構

成が３部構成になっている点も、Ｄに見

られるように、テーマ別で１回の分量が

多過ぎず活用しやすいとの回答が得ら

れた。 

また、出前講座当日の受講者の発言や

事後アンケートＧやＨからも、演習課題

がやや難しいものであっても、動画で視

覚的に捉え、グループで協議する場面を

設定することで、各演習のねらいを達成

した姿が見られた。このことから、視覚

教材の導入等の教材提示の工夫や研修

方法の工夫により研修内容への理解が

深まるものと考えられる。 

Ｉからは研修プログラム全体を通し

て、「保護者とのかかわりにおいて自分

自身が大切にしたいことを見つけるこ

とができた」という趣旨の感想が複数見

られた。同様にＢの記述からも、特に関

心を持ったプログラムの内容について、

研修意欲の向上が見られた。また、Ｅや

Ｆからプログラムの構成や分量につい

ても適切であったことが窺えた。このこ

とから、本プログラムは内容、構成、分

量について、ＯＪＴプログラムとして概

ね適切であり、教職員の保護者との関わ

りにおける実践意欲の向上につながる

ものであったと考える。 

以上により、プログラムの大筋は、ね

らいを達成するために適切であったと

考える。 

一方で、出前講座では、第Ⅰ部、第Ⅱ

部の「聴くこと」、「伝えること」の基本

的な姿勢について取り扱ったが、Ｊに見

られるように受講者からは、クレームへ

の対応やトラブルになりそうな場面の

対応についての研修を求める声も多く

寄せられた。これらは、第Ⅰ部、第Ⅱ部

で押さえた人間関係づくりの基本姿勢

を応用したものではあるが、受講者にと
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っては、その点がつながりにくいようで

あった。第Ⅲ部を求める声は、困り感の

強いこうした応用場面での具体的対応

を学びたいという気持ちから発せられ

たものと推測できる。しかし、本研究で

想定している第Ⅲ部で扱う「トラブルが

予想されるケース」とは、教職員の関わ

り方とはまた別の要素も必要になる特

別な場合である。すなわち受講者の求め

る内容を取り入れるには、第Ⅰ部、第Ⅱ

部の内容を実践的に応用したプログラ

ムの作成が必要である。 

また、一方第Ⅱ部で取り扱ってきた

「伝えること」については、第Ⅰ部の「聴

くこと」が出来て初めて何を伝えるのか

が決まる言わば表裏一体の対応である。

「聴く」ことが十分に出来ていない状態

で伝えるものは、相手の思いに添ったも

のではなく、よりよい関係づくりには結

びつかない。そこで、第Ⅰ部、第Ⅱ部の

構成をつくり直し、「聴く」、「伝える」を

合わせて、第Ⅰ部「信頼関係づくりの基

本姿勢」とし、それらを実践的に応用し

た第Ⅱ部「課題が生じたときの対応」と

した。第Ⅲ部については、予定通り「ト

ラブルが予想されるケースの対応」とし

た。このようにプログラムを組み直し、

それに合わせた動画や演習課題をつく

り直し、試作版２とした。そして、これ

を要請訪問等で実施検証する運びとな

った。 

（試作版 1 の詳細は、次頁参照） 
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試作版２ 
動画視聴 グループ協議 動画視聴 

演習スタイル 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第Ⅰ部 信頼関係づくりの基本姿勢  ･･･(６０分) 

 

 １ 人とかかわるときの心構え 

〈１〉「保護者との関係づくり」で、自分が大切にしてきたことをペアで話す。 

〈２〉「人とかかわるときの心構え」について確認する。 

○相手を人として大切にする姿勢 

○相手の身になった話の聴き方 

 

 ２ ノンバーバルコミュニケーションの重要性 

  〈１〉動画１「来校した保護者への対応」を視聴し、対応の課題を考える。 

  〈２〉動画をもとに「ノンバーバルコミュニケーションの重要性」を確認する。 

  〈３〉非言語コミュニケーションを意識した対応の一例として、動画２を視聴する。 

 

 ３ 思いをうけとめることの重要性 

〈１〉保護者への対応が違う動画３、４「話を聞いて欲しい保護者への対応」を 

   視聴し、担任の対応の違いをペアで話し合う。 

〈２〉動画をもとに、「思いを受けとめること」について確認する。 

○事柄よりも思いを受けとめることの大切さ 

 

 ４ ワークシート演習「相手の思いを感じ取ろう」 

  

 ワーク１「学校図書の貸し出しについての相談」 

 ワーク２「宿題についての相談」 

 ワーク３「SNS についての相談」 

   

〈１〉保護者の思いを受けとめ､どのようなコメントを返すか個々で考える。 

  〈２〉どんな対応が「分かってもらえた」と感じるかグループで協議する。 

  〈３〉各ワークにおける、ポイントの解説と対応の一例を紹介する。 

  ○「事柄」ではなく「思い」への反応 

   ○「昨日」ではなく「今」の思いへの反応 

  ○「子ども」ではなく目の前の「保護者」の思いへの反応 

 

 ５ Ｉ（アイ）メッセージについて考える。 

〈１〉「私＝I（アイ）」を主語にした、相手の心にひびく伝え方を紹介する。 
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 第Ⅱ部 課題が生じたときの対応･･･(６０分) 

 

１ 初期対応の重要性 

 〈１〉人は本来主体的な生き物 

 〈２〉マズローの欲求 5 段階説 

 〈３〉人の特性を理解した上での対応 

 

２ 保護者から相談を受けたときの対応 

〈１〉対応の基本姿勢「聴く」「伝える」を確認する。 

〈２〉動画５「母親と担任の面談」を視聴し、担任の対応についてペアで話し合う。 

〈３〉動画をもとに、「聴く」ポイントを確認する。   

  ○相手の思いや感情の受けとめ 

  ○これまでのご苦労へのねぎらい 

 〈４〉「聴く」ポイントを意識した対応の一例として、動画６を視聴する。 

 

３ 演習「言いにくいことを伝えるときの対応」  

     ーいじめに関する保護者面談ー 

 〈１〉事例「友人関係のトラブル」を読み、いじめの加害児童の父親に対して、 

    担任として「何を」「どのように」伝えるか、個々で考える。 

 〈２〉グループで、担任の対応について協議する。 

 〈３〉父親に対する 2 通りの担任の対応の動画７、８を視聴し、「言いにくいこと 

    を伝えるとき」のポイントを確認する。 

  ○保護者の刻々と変わる今の気持ちの受けとめ 
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（３）試作版２の結果 

【事後のアンケート結果】 

Ａ 演習を取り入れたプログラムの内容

はわかりやすかったか？ 

４ 演習「思いを感じ取ろう」 

 

 

１:わかりにくい ２:すこしわかりにくい  

３:わかりやすい  ４:とてもわかりやすい  

 

第Ⅰ部 信頼関係づくりの基本姿勢 

 １ 人とかかわるときの心構え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ ノンバーバルコミュニケーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 思いをうけとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ I メッセージで伝えよう 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第Ⅱ部 課題が生じた時の対応 

１ 初期対応の重要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 保護者から相談があった時の対応 
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３ 保護者へ伝える時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  第１部と第２部の数値結果の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４:とてもわかりやすい ３:わかりやすい 

２:すこしわかりにくい １:わかりにくい 

 

 

 

 

Ｂ もっと学んでみたいと感じた内容 

（上位 3 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 研修プログラムの活用について 

（ａ）研修プログラムを在籍学校の職員 

研修で活用したいか 

４ ぜひ活用したい ３ 活用したい 

２ あまり活用したくない １ 活用したくない 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

（ｂ）「４:とても活用したい」「３:活用した

い」と答えた理由  

   ・本研修は、分かりやすい、考えやすい、    

   気づくことが多い。 

  ・組織での対応に役立つ。 

・保護者対応に困り感、不安感、多忙感

をもつ教員が多い。 

  ・間違った保護者対応をしている教員が 

   いる。 

    ・若手教員や経験の浅い教員の増加から    

   基本的な対応の研修が必要。 

・今後様々な難しいケースが予想され、 

 事例を通した研修が必要である。 等 

 

（ｃ）「２:あまり活用したくない」と答え

た理由 

 ・研修内容に精通していないと、研修の 

   進行に不安や負担感がある。 

  ・学校の現状のニーズと一致する点が、 

   少ないため。          等 

 

 

 

・言いにくい事を保護者へ伝える時

の対応 

・保護者から相談を受けた時の対応 

・I（アイ）メッセージで「伝える」 

 

40%

60%

4

3

2

1

0% 20% 40% 60% 80%

４ ３ ２ 

１ 

３ ４ 

２ 

・第２部の内容の方が勉強になった。 

・第２部の内容はわかりやすかった。 

                等 
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Ｄ 研修パッケージの３部構成について 

〇よい 

・順序立てられていてよい。 

・それぞれのねらいが明確で分かりや 

すい。 

・スモールステップで、２回に分けて 

 研修できるので活用しやすい。 等 

  △要望・改善案 

・学校の研修だと長すぎる。 

・内容が濃くなりすぎる。    

 

Ｅ「基本姿勢」「課題が生じたときの対 

   応」というプログラムの視点について 

〇よい 

・構成が段階的でよい。 

・それぞれが、より具体的でよい。等 

 

Ｆ プログラムの分量について 

 （60 分程度で実施できる量） 

〇よい 

・長期休業中の午前・午後の枠で研修

できる分量でよい。 

・年に１部、２年間で研修できる。 

 ・45 分ぐらいがいい。      等 

 

△要望・改善案 

・45～60 分は確保が難しい。15～30 分 

がよい。 

・２部合わせた 60～90 分の短縮版も

あると使いやすい。 

・職員会での利用を考えると 20 分ぐ

らいのミニ研修が活用しやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ 研修プログラムの教材に「動画」を 

  取り入れていることについて 

 

  

  ○よい 

・文字や言葉だけより、研修内容が 

 より伝わる。 

・言葉の強弱、スピード、表情等が、 

読み取れるよさがある。 

・対応の比較ができ、対応のポイント 

 が分かりやすい。 

・場面や演習内容が把握しやすく、ワ 

 ークや協議が容易にできる。 

・全教職員で共通理解を図る上で有 

効である。         等 

 

 △要望・改善案 

・動画と現場の対応が、かけ離れて 

いると場面設定が理解できない。 

・動画の台詞は具体的で参考になる 

が、言い方のマニュアルと捉えら 

れる可能性がある。 

・音声や会話の内容が明確でないと 

伝わらない。 

・動画が長いと伝わりにくい。 等 

 

 

 

 

 

 

25%

79%

改善必要

よい

0% 50% 100%
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 Ｈ 研修プログラムに「グループ協議」 

 を取り入れていることについて 

・ベテランと若手でグループ協議を 

することで、ＯＪＴの活性につな 

がる。 

・グループ協議を取り入れることで、   

自身の取組を振り返り対応を  

見つめ直すことや、新たな対応を知

ることができる。       等 

 

Ｉ プログラムを体験して感じたこと 

 ・演習、ペア・グループ協議、動画など 

  様々な視点で考えることで、考えを 

  広げたり深めたりできる。 

 ・保護者と円滑な人間関係を築き、子

どもの成長を支えるために活用で

きる。 

 ・プログラムを異校種間で活用するこ 

とで、校種による対応の違いが表れ

視野がより広がる。 

 ・初任研で活用できる。     等 

 

Ｊ 盛り込んで欲しい内容や要望 

  ・動画通りの対応でも上手くいかない

ケースを体験したい。 

  ・困難な事例を取り扱うプログラムを

体験してみたい。       

 

     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（４）試作版２の考察         

第Ⅰ部、第Ⅱ部の構成を「信頼関係づ

くりの基本姿勢」と「課題が生じたとき

の対応」につくり直したことについては、

Ｅの結果に見られるような記述が大半

で好評であった。特に基本と応用という

ような段階的な構成になっている点が

評価された。また、ＨとＩの結果より、

グループ協議を取り入れていることも

その効果を期待される意見が多かった。

さらに、プログラムで扱った研修内容そ

のものも、教職員の資質向上の効果を期

待してもらえるものであった。 

Ａの「演習を取り入れたプログラムの

内容は、わかりやすかったか？」という

アンケートについては、試作版１と試作

版２を比べると、一見すると、試作版１

よりも試作版２の方が否定的評価の割

合が増えたように見える。しかし、試作

版２は各プログラムの内容も第Ⅰ部、第

Ⅱ部の構成も大きく異なっているため、

単純に数値の比較はできない。ただ、そ

の上で、試作版２の「３思いを受けとめ

る」で 20％、「５I メッセージ」で 15％

の人が否定的評価をしている。このうち、

「５I メッセージ」については、プログ

ラムの時間を圧縮するため内容を大き

く割愛している。このため、十分な説明

も演習も入れていないため、わかりにく

いと思われる方が多いのは当然の結果

と考える。「Ｉメッセージ」の取扱いにつ

いては、プログラムの構成上必要最小限

の内容をわかりやすい言葉で伝える工

夫が必要である。しかし、「３思いを受け

とめる」については、次の 2 点にわかり

にくさの要因があるのではないかと考

えた。 

まず、1 点目にプログラムの難易度よ

りも、動画の設定の不自然さが理解度の
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低さにつながったのではないかという

ことである。このことは、Ｇの要望・改

善案にあげられるような意見が、要請訪

問の研修中に受講者から多数寄せられ

た発言からも推測できる。第Ⅰ部の「３

思いをうけとめる」の動画に関するＧの

記述からも、試作版２の作成時に新たに

作成した動画の場面設定の不自然さを

指摘する声が多く見られた。このことか

ら伝えたいプログラムのエッセンスよ

りも冒頭で活用した動画の設定に対す

る不自然さが否定的評価の割合を高め

ていることは明らかだと考えられる。 

プログラムの理解につながる自然な

場面設定とはどのようなものであるか

を考察するにあたり、図１のグラフより、

「課題が生じたときの対応」を扱った第

Ⅱ部より「人間関係づくりの基本姿勢」

を扱った第Ⅰ部の方がわかりにくいと

回答した割合が高くなっていることに

注目した。 

第Ⅰ部の評価の低さの一部には、分量

の課題もある。第Ⅰ部は再編成した際に

「聴く」、「伝える」の両方の基本的内容

を丁寧に豊富に盛り込んだ。このことか

ら１つ１つのプログラムにかける時間

は短縮され、印象に残りにくくなったこ

とも考えられる。しかし、それ以上に第

Ⅱ部の方が分かりやすいという評価に

つながったのは、第Ⅱ部の難易度は第Ⅰ

部よりも高いものの、受講者が現場で課

題意識を持っている場面と直結する内

容であり、当事者意識が高まったと考え

られる。つまり、プログラムの難易度よ

りも動画の完成度や取扱い時間の長短、

そして日頃課題意識を持っている内容

と直結しているかということが、理解度

の評価につながっていると考えられる。

このことは、他のプログラム項目につい

ての自由記述からも窺える。また、Ｂや

Ｊにあげられたもっと学びたいこと等

の要望にあげられていることとも合致

する。こうした点は、校内研修パッケー

ジに求められる要件であげていること

であり、動画の設定を課題意識の高い場

面にしていくことが重要であると考え

られる。また、動画の完成度については、

撮影方法、機材の準備、台本の工夫等を

していく必要がある。 

２点目の理由として、研修参加者の校

内研修主催者としての自覚の高さが否

定的評価の増加につながっていること

も推測される。 

試作版２の実施前には、完成時を見据

え、受講者に自らがプログラムを活用し

て校内研修を行うつもりで見ていただ

くようお願いしている。また、受講者層

も校内研修の主催者として実施する立

場の人が多かった。このため、プログラ

ムの実施者としての当事者意識が高く、

質問に答えられる程度まで理解を深め

ようとする姿勢が感じられた。このこと

は、逆に研修の主催者となったときに十

分に人に伝えられないと感じる内容に

ついては、否定的評価となることが考え

られる。このことは、Ｃ（ｃ）の記述や

Ｄ、Ｆの要望・改善案の記述に如実に表

れている。こうした視点は、今後プログ

ラム開発にあたって、校内研修パッケー

ジに求められる要件の１つである「研修

の主催者が研修内容に精通していなく

ても実施できるものであること」という

ことを満たすものにしていく上でも重

要なことである。受講者のみならず、主

催者の立場での改善も求められている

と考える。 

研修プログラムに保護者と関わる具

体的な場面の動画を導入したことは、言
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葉では伝わりにくい雰囲気や対応の実

際をイメージしてもらうには大いに成

果があった。また、研修のプログラムに

動画を取り入れることにより、受講者の

注意力を喚起し、研修意欲を高めるのに

役立った。一方で、動画そのもののつく

りに関心が奪われ、場面設定や出演者の

演技、台詞といった表面的な課題に注目

させてしまうという負の効果もあった。

このため、受講者には、動画に込めた関

係づくりの基本姿勢が十分に伝わらな

かった面がある。そこで、受講者の動画

視聴の視点が、信頼関係づくりの基本姿

勢や話し手の心に変容が起こる関わり

方に向けられるよう、動画制作時に何ら

かの工夫をする必要がある。今回検証か

ら考えられる工夫すべき点には次のよ

うなものがある。 

・場面設定が、多くの受講者にとって自

然に起こりうる状況と感じてもらえ

るものであること。 

・場面設定が、多くの受講者にとって対

応に課題意識を持っているものであ

ること。 

・動画で表現されている具体の対応や台

詞ではなく、そこに込めた関係づくり

において汎用性のある姿勢や感性が

伝わるように工夫されていること。 

・動画の台本や演出を工夫し、ねらいと

は異なる点に受講者が注目しないよ

うにすること。 

 

 

６ 今後の課題 

 今年度、研修パッケージ第Ⅰ部、第Ⅱ部の

試作版を作成し、学校及び各種研究部会にお

いて実施することができた。そこで成果と課

題をもとにプログラムの有効性を検証し、改

善を重ねることができた。また、第Ⅲ部につ

いては、プログラムの原案について、専門家

から法令等の助言を得ることができた。しか

し、その機会が２月に得られたこともあり、

年度内に助言を踏まえて修正し、試作版を作

成するには至らなかった。そこで、当初２年

間の調査研究期間であったものを３年間に

延長し、より質の高い成果物ができるよう計

画の見直しを図ることにした。今後取り組む

課題としては次のようなことがあげられる。 

（１）第Ⅲ部「トラブルが予想されるケー

スの対応」で扱う予定の内容の提示の

仕方の検討 

学校現場では、教職員が第Ⅰ部、第Ⅱ

部で扱った関係づくりの基本姿勢を踏

まえて丁寧に関わったとしても保護者

との関係が崩れているケースがある。そ

こには、保護者自身の課題が大きい場合

や金銭トラブル等法的対応が必要な場

合、子どもの事故等の責任問題に発展す

る場合等、専門的な知見が必要なものも

ある。これらの問題に対して、専門機関

との連携を含めた第Ⅰ部、第Ⅱ部で取り

上げた内容とは異なる視点からの対応

が求められる。それが第Ⅲ部である。し

かし、専門家の助言を通して、これを第

Ⅰ部、第Ⅱ部と同様な形式で作成するこ

とにはいくつかの課題があることもわ

かった。そこで、それらの専門的知見が

必要な題材をどのように提示していく

か再検討することから始める必要があ

る。 

 

（２）試作版３の作成とその有効性の再検

証 

第Ⅰ部、第Ⅱ部は、今年度十数回に及

ぶ小プログラムの改良と２回の試作版

全体の作り直しを行った。そして、現在

試作版２の振り返りをもとに、小プログ

ラムの改良を行っている最中である。今

－ 18 －



  
 

後、第Ⅲ部の内容を加味し、試作版３を

作成する。作成したプログラムは、その

有効性を検証する必要がある。次年度も

出前講座、要請訪問等でプログラムを指

導主事が実施し、受講者から事後アンケ

ートを取っていく。指導主事自身が実施

しながら把握した課題やアンケート結

果から得られた情報をもとにプログラ

ムの有効性の再度の検証を行っていく。

これらをもとにプログラムに改良を加

えていく。 

 

（３）協力校における研修担当者によるプロ

グラムの試行を兼ねた研修の実施と有

効性の検証 

（２）の改善が終了後に協力校を募り、

指導主事ではなく学校の研修担当者に

校内研修を兼ねたプログラムの試行を

依頼する。その際、指導主事は研修の運

営には関わらず、参観に徹し、研修パッ

ケージがＯＪＴプログラムとして機能

するものであるか検証をする。パッケー

ジには、取扱説明書となる資料をつけて

おき、研修担当者が自力で校内研修を展

開できるようにしておく。実施後には、

研修担当者と受講職員の両方からアン

ケートを取り、プログラムの有効性を検

証する。ここで、課題が見つかればプロ

グラムにさらなる改良を加える。 

 

（４）完成版の作成と提供 

（３）を経て、完成されたプログラムを

研修パッケージの完成版とする。提供方

法については、学校現場での活用しやす

さを踏まえて、今後検討することとする。

また、令和３年度島根県教育センター教

育研究発表会において、研究の概要につ

いて説明し、プログラムの周知を図る。

また、研究紀要において３年間の調査研

究の全体像を掲載する。 
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